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1. 諸言  
	
 BaFe12O19は、六方晶フェライトの中でも永久磁石として広

く知られている。この BaFe12O19の Fe3+は Mg2+と Ti4+で置換

でき、Fe3+を完全に置換できるという報告がある。1), 2) しか
しながら、その作製条件ならびに磁性は未だに明らかではな

い。本研究では広い範囲で BaFe12O19の Fe3+を Mg2+と Ti4+で

置換し、結晶構造の同定および、磁気特性の調査を行った。 
2. 実験方法  
	
 原料として BaCO3, α-Fe2O3, MgO, TiO2を用いて、目的の化

学量論組成になるように秤量した。これらを湿式混合した原

料粉を 900°Cで仮焼成した。仮焼成後、遊星ボールミルで粉
砕し、加圧成形し、1100~1400°Cで 5時間本焼成した。試料
の結晶構造を X線回折(XRD)によって同定した。磁気特性は
振動試料型磁力計(VSM)を用いて調査した。 
3. 結果と考察  
	
 図 1に本焼成温度 1250°Cの BaFe12-2xMgxTixO19 (x=1~6)の X
線回折図を示す。x=6では MgTiO3との混相になっており、

Fe3+イオンが置換されたときに生成するM型構造の化合物の
組成が BaMg6Ti6O19 と異なることを示唆している。 
	
 図 2は室温で磁性が観測された BaFe12-2xMgxTixO19 (x=0.25 
~1.5)の飽和磁化を示す。置換に応じて、飽和磁化は単調減少
した。しかし、1200~1400°Cの x=1.25, 1.5で減少していない。
これは、x=1.25, 1.5間で Mg, Tiが下向きスピンサイトに入る
ように変わった可能性を示している。 
	
 図 3は BaFe12-2xMgxTixO19 (x=0.25~1.5)の熱磁気曲線を示す。
BaFe12O19のキュリー点は 450°Cであるため、置換量が増える
ことでキュリー点が低温側にシフトした。しかし、x=1.25, 1.5
は、ほぼ同じ温度となった。これも x=1.25, 1.5で Mg, Tiの入
るサイトが異なり、Feイオン間の相互作用の妨げ方が異なる
可能性がある。 
	
 以上より、広い範囲での Mg, Ti置換した BaFe12O19の作製

に成功し、置換によるキュリー点の変化を観測した。 
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図 2	
  BaFe12-2xMgxTixO19の飽和磁化	
 	
 	
 	
  
 

図 1	
  BaFe12-2xMgxTixO19の X線回折	
 	
 	
 	
  
 

図 3	
  BaFe12-2xMgxTixO19の熱磁気曲線	
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